
                   

【11月の保育目標】 

・友だちと思いや考えを伝え合い、協力して遊ぶ楽しさを味わう。 

・秋の自然に触れ、遊びに取り入れて楽しむ。 

 先日の運動会では、お世話になりました。子どもたちの一生懸

命な姿、真剣な眼差し、堂々とした演技はキラキラ輝いていまし

たね     「お母さんとお父さんにかっこいいところを見せた

い！」という一心で頑張ってきたみんなの頑張りが結果となっ

て現れ、保護者の皆様に見ていただけたことをとても嬉しく思

います。後日、運動会を振り返ってみると、頑張ったことや嬉し

かったことが次々と出てきました。今まで積極的に発言しなか

った子も、自信をもって手を挙げて発言しようとする姿に、成長

を感じました(*^_^*) 

次はお遊戯会！運動会に向けての取り組みを通して、頑張る

気持ちがさらに大きくなった子どもたちの力で、より良いもの

にしていきたいと思います！ 

～運動会の思い出～ 

～廃材製作～ 

 

運動会後、久しぶりに廃材製作！ 

ウキウキしながら作り始めました。 

「あれもしよう！これも！」と、 

様々なアイデアが出てくるようです。 

紙コップの飲み口に輪ゴムを張り 

反動で筒を跳ばす装置です。 

上手く跳び上がらない原因を考え、 

試行錯誤を繰り返します。 

「リレーでお友だちに勝ちたく

て、一生懸命走った！本番は負

けちゃって悔しい気持ちになっ

たけど、頑張ったからちょっと

だけ嬉しい気持ちもしたよ。」 

お題を見ていない友だちに 

表情でどのカードか伝える 

「変顔マッチ」というゲームです。 

引っ張った輪ゴムを離すと、 

設置したブロックが 

飛んでいく「輪ゴム爆弾」です。 

「1 番頑張ったことや印象に残っていること」 

を絵に描いてみました。 

「１番って決めれん～！」と悩みながら描き始めた子どもたち。 

本当に本番まで、一人ひとりが、どの練習にも 

一生懸命頑張ってくれたんだなと改めて感じました      

“顔で表してヒントを出す”ゲームでしたが、 

「きらりんっ！」「びよ～ん」のような 

“音でヒントを出す”という、難しそうな 

新ルールを作って楽しんでいます       

ぞうぐみだより 
認定こども園福角保育園 令和４年 10月２8日 

「跳び箱の６段を跳べたのが

１番嬉しかった！ちょっと怖

かったけど、沢山練習してで

きるようになったよ。」 

「獅子の舞の腕を回すところ

を１番頑張ったよ！先生のこ

とをよく見て練習したから、

綺麗にできるようになって嬉

しかったな。」 

個人戦やチーム戦、時間制限つきなど 

遊び方を話し合って変えながら楽しんでいます！ 

～カードゲーム～ 

「すーっごい怖いのにしよう！」と意気込んでいましたが、 

好きなように作っているうちに可愛らしい衣装になってきました       

本番前日に自分たちの

踊りを撮影し、 

鑑賞会を行いました。 

「みんなと太鼓の音を合わせら

れるように頑張ったよ。リズム

を合わせるのが難しかったけ

ど、何回も練習してできるよう

になった！」 

～ハロウィンの仮装作り～ 

 
「あれ、小さすぎた   （笑）」 


